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磁気能率 Ld(t)- (Mx(t), My(t),Mz(t))は次の方程式に従 うものとするo
芸 M(t)- γ,H｡+H′(t))×M(t) (1)
ここでHoは Z軸に平行な定常磁場でH′(t)はまわりとの相互作用によるfluctuating
な磁場である:
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このとき次が成 り立っている











又,<Mx(t)>O-<My(t)>0- 0 及び <Mz(t)>O-<Mz>oであるから(6)
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+.(t)I r2(Hi(t)･H'x)- r2(H;(t)･Hy)
+tL(t)≡ γ2rH/Z(t),H/Z)







相関時間, Tc,は (∂mα(t),∂mβ)の相関時関に比べて十分短いものとする0 第二





(SL.(t),∂左 )-2[+ L( t)e-irH o t xl+*Jl( t)xL]kT (15a)
● ●
(Sm z(t),Smz)- 2少l(t)kTxICOS γHot (15b)
● ● ● ●
(∂m十(t),∂m十)- r∂m十(t),∂mz)- 0 (15C)
となる, こ こ に
kT x1-(8Mz,SMz), kTxl- (Mx, Mx ) - (My, My) (16)
これから次を得る:
● ● ●
(8m x( t) Smy )ニー ( 8L y ( t) ∂mx)- + J ( t) kTxll Sin γHot(17)I I
● ● ●
(∂mx(t) Smx)- (∂my(t) ∂ふy)-+I(t)kTxIJCOS γHotI I
++Jl(t)kTxl (18)
(151b),(17),(18)以外はゼロとなる｡
(15b),(17),(18)を積分 して (8品α(t) amp)型の相関関数を得るo例えばI
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T2,(t,-去 ri T,･ T77T,チ,,
1 1.1 1
t
∂W ( t)- ′ 叫 (t′)sin γHot′dt'
0 -










Hoが小さい場合 xll-Xl- Xと置いてよいO又 <LC>O-xHoと置いてよいo さ
らに時間 tが T｡ に比べて十分大きいとき ∂L(t)を∂L(-)でD〝(t)をIY(cx,)で置き
かえてよい｡その場合 (25)はこれまで得られた結果1,2,4)に一致する｡ただしx及び
少は量子論的に与 えられている｡
最後に有益7:i助言をして下さった森肇先生に感謝 します｡
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